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で
は
な
い
（
写
真
６
）。
一
般
的
に
圃
場

か
ら
一
次
加
工
場
ま
で
の
移
動
距
離
が
１

０
０
㎞
を
越
え
る
と
輸
送
費
が
高
く
つ

き
、
採
算
が
悪
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。そ
こ
で
、一
次
加
工
機
の
メ
ー
カ
ー

は
産
地
間
を
移
動
で
き
る
大
型
ト
レ
ー
ラ

ー
程
度
の
車
載
可
搬
型
の
一
次
加
工
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、
19
年
か
ら
の
導
入
を
予

定
し
て
い
る
と
い
う
。

法
整
備
と
連
盟
発
足
で 

産
業
化
に
拍
車
が
か
か
る

研
究
分
野
も
育
種
か
ら
新
た
な
用
途
開

発
ま
で
動
き
が
み
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
で

多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
の

と
北
部
に
１
社
ず
つ
あ
り
、
そ
の
処
理
能

力
は
合
わ
せ
て
７
０
０
ha
分
に
相
当
す
る
。​

な
か
で
も
南
部
で
13
年
に
稼
働
を
始
め
た

一
次
加
工
場
で
は
１
日
当
た
り
16​

t
、
年

間
４
８
０
０
ｔ
の
茎
を
繊
維
と
オ
ガ
ラ

（
麻
幹
）
に
分
離
し
（
写
真
１
）、
長
さ
別

に
３
種
類
の
繊
維
と
オ
ガ
ラ
、
直
径
５
０

０
ミ
ク
ロ
ン
の
パ
ウ
ダ
ー
を
産
出
す
る
。

繊
維
は
住
宅
用
断
熱
材
や
衣
服
の
原
料
に

卸
す
だ
け
で
な
く
、
自
社
商
品
に
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
の
紙
製
品
や
職
人
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
ヘ
ン
プ
シ
ュ
ー
ズ
（
写
真
２
）
な
ど
が

あ
る
。
オ
ガ
ラ
はH

em
p Eco System

に
よ
り
建
材
に
加
工
さ
れ
て
欧
州
各
地
で

住
宅
の
外
壁
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

11
年
か
ら
は
オ
イ
ル
や
粉
、
パ
ス
タ
、

塩
炒
り
種
子
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
ヘ

ン
プ
食
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
乗

り
出
し
（
写
真
３
）、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主

成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
含
ま
な
い
Ｃ
Ｂ
Ｄ

オ
イ
ル
の
年
間
生
産
量
は
約
６
０
０
㎏
に

の
ぼ
る
。
ほ
か
に
も
ヘ
ン
プ
と
ポ
リ
乳
酸

混
合
の
樹
脂
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
採
用

さ
れ
て
い
る
（
写
真
４
、
写
真
５
）。

同
社
を
中
心
に
食
品
や
健
康
分
野
で
の

需
要
拡
大
に
努
め
た
結
果
、
イ
タ
リ
ア
全

土
の
ヘ
ン
プ
の
作
付
面
積
は
拡
大
し
て
い

る
。
13
年
に
４
０
０
ha
だ
っ
た
の
が
、
14

年
に
は
１
５
０
０
ha
に
、
17
年
に
は
２
３

０
０
ha
に
な
っ
た
。
だ
が
、
平
均
的
な
畑

作
農
家
の
作
付
面
積
は
12​
ha
で
、
大
規
模

な
農
家
が
ヘ
ン
プ
を
栽
培
し
て
い
る
わ
け

イ
タ
リ
ア
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に

次
い
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
３
位
の
農
業
生
産

額
を
誇
る
主
要
農
業
国
で
、
有
機
農
業
が

盛
ん
な
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
の
発
祥
国
で

も
あ
る
。
ヘ
ン
プ
は
イ
タ
リ
ア
語
で

C
anapa

（
カ
ナ
パ
）
と
呼
ば
れ
、
古
く

は
17
～
18
世
紀
か
ら
栽
培
記
録
が
残
っ
て

い
る
。
近
隣
諸
国
と
同
じ
く
、
19
世
紀
に

盛
ん
だ
っ
た
ロ
ー
プ
や
衣
服
の
繊
維
原
料

と
し
て
の
需
要
は
合
成
繊
維
に
替
わ
り
、

１
９
６
１
年
の
麻
薬
単
一
条
約
の
締
結
以

降
、
ヘ
ン
プ
は
全
く
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
93
年
に
Ｅ
Ｕ
規
則
を
利

用
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ

ツ
で
栽
培
が
再
開
さ
れ
る
と
、
イ
タ
リ
ア

で
も
復
活
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
ト
ッ
プ
企
業
へ 

需
要
を
広
げ
生
産
拡
大
を
後
押
し

ヘ
ン
プ
復
活
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
98

年
に
普
及
啓
発
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
非

営
利
団
体
「A

ssocanapa Srl
」
で
あ
る
。

02
年
に
は
イ
タ
リ
ア
国
内
で
10
万
ha
規
模

の
栽
培
復
活
を
目
指
し
て
、
自
ら
事
業
会

社
を
立
ち
上
げ
た
。
い
ま
で
は
生
産
し
た

種
子
を
用
い
て
農
家
と
契
約
栽
培
を
結
ん

で
生
産
に
関
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
次
加

工
、
商
品
開
発
ま
で
を
手
が
け
、
産
業
用

ヘ
ン
プ
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
会
社

を
傘
下
に
抱
え
る
グ
ル
ー
プ
企
業
に
成
長

し
て
い
る
。

同
社
の
一
次
加
工
会
社
は
現
在
、
南
部

イタリア
～ヘンプ復活から産業化への道～
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ル
を
規
定
し
て
い
る
。
植
物
の
持
つ
バ
ラ

ツ
キ
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
生
産
現
場
の

実
情
に
配
慮
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
ヘ
ン
プ
製
品
の
利
用
促
進
の

た
め
に
、半
製
品
（
一
次
加
工
後
の
も
の
）

の
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
も
特
徴

的
で
あ
る
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
で
ヘ
ン
プ
に
携

わ
る
企
業
は
３
０
０
社
を
超
え
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
事
業
体
が
ま
と
ま
っ
て
16

年
に
新
し
く
組
織
し
た
の
が
「
イ
タ
リ
ア

ヘ
ン
プ
連
盟（Federcanapa

）」で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
育
成
し
た
品
種
の
普
及
支
援

と
、
ヘ
ン
プ
製
品
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

確
保
を
担
う
ほ
か
、
２
日
間
に
わ
た
る
専

門
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
ヘ
ン
プ
オ
イ
ル
の
場
合
は
、
組

成
分
析
を
行
な
い
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
追

跡
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用

い
た
ラ
ベ
ル
を
使
っ
て
、
農
場
か
ら
消
費

者
ま
で
の
製
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
確

保
し
て
い
る
。
業
態
別
に
加
盟
条
件
が
設

け
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

加
入
で
き
な
い
。
栽
培
な
ら
作
付
面
積
が

20​

ha
以
上
、
一
次
加
工
な
ら
年
間
処
理
量

が
１
２
０
ｔ
以
上
、
食
用
種
子
加
工
な
ら

取
扱
量
10
ｔ
以
上
、
種
子
生
産
な
ら
収
穫

量
５
ｔ
以
上
な
ど
で
あ
る
。
18
年
度
の
加

盟
団
体
は
42
事
業
体
。
法
整
備
の
後
押
し

も
あ
っ
て
、
同
連
盟
に
加
盟
す
る
事
業
体

を
中
心
に
さ
ら
な
る
市
場
開
拓
が
進
む
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

「F
utura75

」
だ
が
、
導
入
し
て
み
た
と

こ
ろ
高
さ
６
ｍ
に
ま
で
成
長
し
、
イ
タ
リ

ア
の
気
候
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
フ
ラ
ン
ス
よ
り
気
候
が
温
暖
で
日
照

時
間
が
長
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う

だ
。
イ
タ
リ
ア
国
内
で
も
サ
ク
ロ
・
ク
オ

ー
レ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）

や
モ
デ
ナ
・
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
大
学
、

国
立
作
物
研
究
所（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ

–

Ｃ
Ｉ
Ｎ
）

が
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
ゼ
ロ
％
で
健
康
・
医
療

分
野
で
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
や
Ｃ
Ｂ

Ｇ
等
の
薬
効
成
分
を
含
む
新
品
種
の
育
成

を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
ン
プ
を
バ

イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ナ
ノ
技
術
に
活
用

す
る
た
め
の
研
究
開
発
も
進
行
中
だ
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
13
年
に
医
療
用
大
麻

が
合
法
化
し
た
こ
と
を
受
け
て
法
整
備
が

加
速
し
た
。産
業
用
ヘ
ン
プ
に
関
し
て
は
、

新
た
に
「
ヘ
ン
プ
の
栽
培
促
進
と
農
業
チ

ェ
ー
ン
の
た
め
の
法
律
」
が
16
年
12
月
２

日
に
制
定
さ
れ
た
。
ヘ
ン
プ
が
環
境
保
護

に
役
立
ち
、
輪
作
作
物
と
し
て
有
用
で
、

砂
漠
化
と
生
物
多
様
性
の
喪
失
を
防
ぐ
代

替
作
物
に
な
り
得
る
こ
と
を
言
及
し
て
い

る
。
栽
培
品
種
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
物
品

種
共
通
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｔ

Ｈ
Ｃ
濃
度
０
・
２
％
未
満
の
も
の
に
限
定

さ
れ
、
栽
培
時
の
検
査
で
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が

０
・
６
％
を
超
え
な
い
こ
と
を
定
め
た
。

農
場
で
の
検
査
時
に
０
・
２
％
を
超
え
る

と
一
律
に
す
べ
て
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
不
合
理
さ
を
改
め
、
実
務
上
の
ル
ー

写真２：職人が製作するヘンプシューズ

写真４：‌�3Dプリンターで使われる
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